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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第88期
第１四半期
連結累計期間

第89期
第１四半期
連結累計期間

第88期

会計期間
自 平成23年３月１日
至 平成23年５月31日

自 平成24年３月１日
至 平成24年５月31日

自 平成23年３月１日
至 平成24年２月29日

売上高 (千円) 176,083 233,311 792,927

経常損失(△) (千円) △57,412 △42,765 △246,693

四半期(当期)純損失(△) (千円) △35,817 △37,080 △168,801

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △81,914 △133,015 260,654

純資産額 (千円) 8,251,071 8,394,233 8,591,357

総資産額 (千円) 24,069,305 23,894,639 24,098,930

１株当たり四半期(当期)
純損失金額(△)

(円) △2.96 △3.06 △13.94

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 34.3 35.1 35.7

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、１株当たり四半期(当期)純損失であり、ま

た潜在株式がないため記載しておりません。

４．第88期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号 平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。

また、関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】
当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項
のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に
記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。
なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】
当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
(1) 業績の状況
当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要により企業の設備投資や個
人消費に回復の兆しがみられたものの、欧州の債務危機に起因する信用不安及び新興国経済の景気減速懸
念並びに円高の長期化等依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。
また、当社グループは引き続き劇場歌舞伎座の建替え期間という状況のもと、各事業において業績の向上
に努めました結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は233,311千円(前年同期比32.5％増)、営業
損失は59,701千円(前年同期は73,129千円の営業損失)、経常損失は42,765千円(前年同期は57,412千円の経
常損失)となりました。なお、絵画の寄贈を受けたことにより固定資産受贈益を特別利益に計上し、当社にお
いて投資有価証券評価損及び連結子会社において有形固定資産除却損を特別損失に計上したこと等によ
り、四半期純損失は37,080千円(前年同期は35,817千円の四半期純損失)となりました。
これをセグメント別にみると、不動産賃貸事業については、売上高が137,340千円(前年同期比0.4％減)、
営業利益は固定資産税の増加等により31,240千円(前年同期比14.8％減)となりました。
食堂・飲食事業については、平成中村座の弁当販売が寄与し売上高は84,969千円(前年同期比189.3％
増)、営業損失は3,127千円(前年同期は営業損失16,871千円)となりました。
売店事業については、浅草他の催事出店により売上高は11,000千円(前年同期比24.1％増)、営業利益は
2,086千円(前年同期比40.8％増)となりました。
　

(2) 財政状態の分析
当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ204,290千円減少し23,894,639
千円となりました。
(資産)
流動資産は、前連結会計年度末に比べ94,429千円減少し6,165,945千円となりました。主な減少は、現金及
び預金の97,948千円であります。
固定資産は、前連結会計年度末に比べ109,860千円減少し17,728,694千円となりました。主な増減は、投資
有価証券の時価評価による減少161,076千円及び繰延税金資産の増加66,192千円であります。
(負債)
流動負債は、前連結会計年度末に比べ66,532千円増加し476,101千円となりました。主な増加は、未払金
53,539千円であります。
固定負債は、前連結会計年度末に比べ73,699千円減少し15,024,304千円となりました。主な減少は、長期
前受金73,202千円であります。
(純資産)
純資産合計は、前連結会計年度末に比べ197,124千円減少し8,394,233千円となりました。主な減少は、利
益剰余金97,635千円及びその他有価証券評価差額金95,934千円であります。
　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題
当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じ
た課題はありません。
　

(4) 研究開発活動
該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】
　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 28,000,000

計 28,000,000

　

② 【発行済株式】
　

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年７月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,170,00012,170,000
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数
1,000株

計 12,170,00012,170,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】
　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年３月１日～
平成24年５月31日

― 12,170,000 ― 2,365,180 ― 2,405,394

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、該当事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できな

いため、記載することができないことから、直前の基準日(平成24年２月29日)に基づく株主名簿による

記載をしております。

　
① 【発行済株式】

平成24年２月29日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 59,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 11,446,000 11,446 ―

単元未満株式 普通株式 665,000 ― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 　 12,170,000― ―

総株主の議決権 ― 11,446 ―

(注) 単元未満株式には、当社所有の自己株式４株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年２月29日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
㈱歌舞伎座

中央区銀座７－15－５ 59,000 ― 59,000 0.48

計 ― 59,000 ― 59,000 0.48

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年３月１日

から平成24年５月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年３月１日から平成24年５月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新創監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年２月29日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 644,509 546,561

受取手形及び売掛金 18,093 15,636

有価証券 5,500,000 5,500,000

たな卸資産 8,863 7,285

繰延税金資産 5,662 9,974

その他 83,639 86,828

貸倒引当金 △393 △341

流動資産合計 6,260,375 6,165,945

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 509,571 498,235

土地 6,238,098 6,238,098

建設仮勘定 4,223,271 4,224,271

その他（純額） 47,313 50,089

有形固定資産合計 11,018,254 11,010,694

無形固定資産

借地権 2,613,299 2,613,299

商標権 641 623

ソフトウエア 3,778 3,368

無形固定資産合計 2,617,719 2,617,291

投資その他の資産

投資有価証券 3,777,606 3,616,530

長期前払費用 354,837 354,310

繰延税金資産 27,628 93,820

その他 45,201 38,741

貸倒引当金 △2,694 △2,694

投資その他の資産合計 4,202,580 4,100,708

固定資産合計 17,838,554 17,728,694

資産合計 24,098,930 23,894,639
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年２月29日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年５月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 20,909 26,509

未払金 9,433 62,972

未払法人税等 6,803 2,908

前受金 300,119 300,119

賞与引当金 8,791 5,726

1年内返還予定の預り保証金 34,964 33,632

その他 28,548 44,233

流動負債合計 409,569 476,101

固定負債

長期未払金 136,470 136,470

長期前受金 14,664,066 14,590,864

繰延税金負債 28,461 26,531

退職給付引当金 34,868 35,955

長期預り保証金 234,137 234,483

固定負債合計 15,098,003 15,024,304

負債合計 15,507,572 15,500,406

純資産の部

株主資本

資本金 2,365,180 2,365,180

資本剰余金 3,255,864 3,255,864

利益剰余金 2,766,338 2,668,702

自己株式 △257,734 △261,287

株主資本合計 8,129,648 8,028,459

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 461,708 365,774

その他の包括利益累計額合計 461,708 365,774

純資産合計 8,591,357 8,394,233

負債純資産合計 24,098,930 23,894,639
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年５月31日)

売上高 176,083 233,311

売上原価 141,840 190,690

売上総利益 34,243 42,620

販売費及び一般管理費

人件費 70,395 64,905

賞与引当金繰入額 1,486 1,448

退職給付費用 989 1,087

租税公課 4,566 2,501

減価償却費 999 745

その他 28,935 31,634

販売費及び一般管理費合計 107,373 102,322

営業損失（△） △73,129 △59,701

営業外収益

受取利息 29 1,690

受取配当金 15,067 15,067

その他 2,340 1,481

営業外収益合計 17,437 18,238

営業外費用

支払利息 1,663 1,200

その他 56 103

営業外費用合計 1,720 1,303

経常損失（△） △57,412 △42,765

特別利益

固定資産受贈益 － 5,000

特別利益合計 － 5,000

特別損失

投資有価証券評価損 1,832 11,999

有形固定資産除却損 － 6,060

特別損失合計 1,832 18,060

税金等調整前四半期純損失（△） △59,245 △55,826

法人税、住民税及び事業税 520 547

法人税等調整額 △23,947 △19,293

法人税等合計 △23,427 △18,745

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △35,817 △37,080

四半期純損失（△） △35,817 △37,080
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △35,817 △37,080

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △46,097 △95,934

その他の包括利益合計 △46,097 △95,934

四半期包括利益 △81,914 △133,015

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △81,914 △133,015
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【継続企業の前提に関する事項】
　該当事項はありません。

　
【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】
　該当事項はありません。

　
【会計方針の変更等】
　該当事項はありません。

　
【追加情報】

　

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日 至 平成24年５月31日)

(会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用)

  当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正により、「会計上の変更

及び誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号 平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日)を適用しております。

　
【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)
当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な
お、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりで
あります。
　

　 前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間
　 (自 平成23年３月１日 (自 平成24年３月１日
　   至 平成23年５月31日)   至 平成24年５月31日)

減価償却費 9,578千円 8,276千円

　
(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成23年３月１日 至 平成23年５月31日)

１．配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月27日
定時株主総会

普通株式 60,557 5 平成23年２月28日 平成23年５月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
　
当第１四半期連結累計期間(自 平成24年３月１日 至 平成24年５月31日)

１．配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月25日
定時株主総会

普通株式 60,554 5 平成24年２月29日 平成24年５月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】
Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自 平成23年３月１日 至 平成23年５月31日)
報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

不動産
賃貸事業

食堂・飲食
事業

売店事業 計

　売上高 　 　 　 　 　 　
  外部顧客への売上高 137,85029,3708,862176,083 － 176,083
  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ 22 147 170 △170 －

計 137,85029,3939,010176,254△170 176,083

セグメント利益又は損失(△) 36,681△16,8711,48221,292△94,421△73,129

(注)１ セグメント利益又は損失(△)の調整額△94,421千円は、セグメント間取引消去△120千円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△94,301千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。

    ２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失(△)と調整を行っております。
　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自 平成24年３月１日 至 平成24年５月31日)
報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

不動産
賃貸事業

食堂・飲食
事業

売店事業 計

　売上高 　 　 　 　 　 　
  外部顧客への売上高 137,34084,96911,000233,311 － 233,311
  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ 34 52 87 △87 －

計 137,34085,00311,053233,398△87 233,311

セグメント利益又は損失(△) 31,240△3,127 2,08630,200△89,901△59,701

(注)１ セグメント利益又は損失(△)の調整額△89,901千円は、セグメント間取引消去△47千円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△89,854千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。

    ２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失(△)と調整を行っております。
　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額(△)及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
至 平成23年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
至 平成24年５月31日)

 １株当たり四半期純損失金額(△) △2円96銭 △3円06銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純損失金額(△) (千円) △35,817 △37,080

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純損失金額(△) (千円) △35,817 △37,080

    普通株式の期中平均株式数(株) 12,111,639 12,110,734

　(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存

在しないため記載しておりません。
　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　
　

２ 【その他】
　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年７月５日

株式会社歌舞伎座

取締役会  御中

　

新創監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    篠    原    一    馬    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    坂    下    貴    之    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社歌舞伎座の平成24年３月１日から平成25年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平
成24年３月１日から平成24年５月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年３月１日から平成24年５
月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社歌舞伎座及び連結子会社の平成24年
５月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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